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1年カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
公
式
出
品
”
あ
る
視
点

I
I部
門

香
川
照
之

ふ
た
た
び
息
子
た
ち
と
の
絆
を
取
り
戻
そ
う

と
す
る
男
…



— 
北
海
道
を
舞
台
に
綴
ら
れ
る
父
と
息
子
の
物
語
。

そ
こ
に
流
れ
る
静
か
な
孤
独
感
が
見
る
者
の
感
動
を
呼
び
さ
ま
し
、

時
に
織
り
交
ざ
る
か
ら
っ
と
し
た
ユ
ー
モ
ア
が
共
感
の
笑
み
を
誘
う
。

2
0
0
1

年
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
満
場
の
観
客
か
ら
大
き
な
支
持
を
受
け
•
こ

珠
玉
の
「
家
族
の
物
語
」
が
い
よ
い
よ
公
開
！
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3

年
連
続
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
出
品
を
果
た
し
た

小
林
政
広
監
督
の
稀
有
な
才
能
。

緒
形
拳
と
の
出
会
い
が
生
み
出
し
た
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
で
あ
る
が
普
遍
的
な
映
像
世
界
。

本
作
r
歩
く
、
人
」
で
r
海
賊
版
1
1
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T
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E
GF
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L
MJ
'
r
殺
し
」
に
続
き
3

年
連
続
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に

出
品
を
果
た
し
た
小
林
政
広
監
督
。
監
督
が

1
6年
前
に
書
い
た
シ
ナ
リ
オ
を
緒
形
拳
が
再
発
見
、
「
こ
の
父
親
役

を
是
非
演
じ
た
い
」
と
申
し
出
て
、
舞
台
を
北
海
道
に
移
し
映
画
化
。
自
身
が
育
っ
た
家
庭
と
家
族
と
の
経
験
を

元
に
撮
り
上
げ
た

r
歩
く
、
人
」
で
、
こ
れ
ま
で
描
か
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
「
男
」
の
親
子
関
係
を
「
男
」
の

視
点
で
描
き
、
見
事
に
新
境
地
を
開
い
た
。

父
親
の
孤
独
感
と
頑
固
さ
を
ユ
ー
モ
ア
で
包
み
こ
み
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
み
せ
る
緒
形
拳
。
タ
イ
ト
ル
の
題
字
、

本
編
に
挿
入
さ
れ
る
自
作
の
川
柳
も
緒
形
の
直
節
と
、
多
オ
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
る
。
テ
レ
ピ
、
映
画
に
活
躍
目

党
ま
し
い
香
川
照
之
は
、
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
稔
藤
す
る
長
男
を
絶
妙
に
演
じ
た
。
そ
し
て
繊
細
な
雰
囲

気
の
中
に
男
ら
し
さ
を
湛
え
た
次
男
役
の
林
泰
文
。
ま
た
、
男
た
ち
を
優
し
く
見
守
る
芯
の
強
い
女
性
像
を
大

塚
寧
々
｀
占
部
房
子
、
石
井
佐
代
子
が
油
じ
、
映
画
に
温
か
み
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
名
曲
サ
ン
・
サ
ー
ン

ス
「
動
物
た
ち
の
謝
肉
祭
」
の
楽
曲
が
映
画
に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
詩
情
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

「
み
ん
な
、
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
こ
い
：
・
み
ん
な
帰
っ
て
こ
い
よ
。
」

大
海
に
旅
立
つ
鮭
の
稚
魚
た
ち
、

そ
し
て
息
子
た
ち
に
向
か
っ
て
叫
ば
れ
る
父
親
の
心
の
声
が
胸
に
響
く
。

酒
屋
を
営
む

6
6歳
の
本
間
信
雄
は

2

年
前
に
が
ん
で
恋
女
房
を
亡
く
し
、
家
業
を
継
い
だ
次
男
と
二
人
暮
し
。

長
男
は
1
2年
前
に
家
を
飛
び
出
し
｀
恋
人
と
同
棲
し
な
が
ら
芽
の
出
な
い
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
る
。
孤
独
な
信

雄
の
唯
一
の
楽
し
み
は
毎
日
片
逍

8

キ
ロ
、
鮭
の
孵
化
場
に
通
い
、
ほ
の
か
に
恋
心
を
寄
せ
る
職
員
の
美
知
子
と

語
ら
い
‘
鮭
の
稚
魚
た
ち
の
成
長
を
眺
め
る
こ
と
だ
っ
た
。
2

日
後
に
迫
っ
た
亡
き
妻
の
三
回
忌
‘
久
し
ぶ
り
に

息
子
と
再
会
す
る
。
信
雄
は
こ
の
機
に
も
う
一
度
息
子
と
歩
み
寄
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

製
作
＊
モ
ン
キ

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
脚
本
・
監

撮
影
＊
北
信
康

照
明
＊
木
村
匡
博

録
音
＊
瀬
谷
満

音
響
効
果
＊
褐
凡
行
朗

編
集
・
ポ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
＊
金
子
尚
樹

ア
シ
ス
タ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
＊
上
野
俊
哉

ラ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
＊
南
博
之

助
監
督
＊
森
元
修
一

制
作
担
当
＊
波
多
野
ゆ
か
り

音
楽
＊
サ
ン
サ
ー
ン
ス
「
動
物
た
ち
の
謝
肉
祭
j
よ
り

ア
レ
ン
ジ
＊
裸
原
龍
也

行
楽
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
＊
中
澤
寛

テ
ー
マ
曲
「
水
族
館
」
ア
レ
ン
ジ
＊
佐
久
間
順
平

援
影
助
手
＊
馬
場
元

照
明
助
手
＊
三
善
章
誉

照
明
協
力
＊
新
保
健
次
／
古
村
勝

緒
形
拳
得
助
手
＊
丹
野
雅
に
／
塚
本
敬

制
作
助
手
＊
橋
場
綾
子
／
桧
原
由
紀
枝
／
斉
藤
大
和

歩
v
,
4
5
叫
罰l

l
l

純
子

林
泰
文
メ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
竺
阿
部
昌
彦

占
部
房
子
メ
イ
キ
ン
グ
＊
山
野
邊
毅

石
井
佐
代
子
ス
チ
ー
ル
＊
岡
村
直
卜

H

本
芸
術
文
化
振
膊
会
芸
術
団
体
等
活
動
基
盤
整
傭
濱
業
作
品

大
塚
寧
々

配
給
＊
オ
フ
ィ
ス
サ
ン
マ
ル
サ
ン
モ
ン
キ
ー
タ
ウ
ン
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

香
川
照
之

2
0
0
1

年
＊
3
5ミ
リ
＊
カ
ラ
ー
＊
モ
ノ
ラ
ル
＊
ピ
ス
タ
＊
1

時
間
4
3
分 ー
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國稀酒造株式会社

10/5（土）より慇動のロードショー！
匡回 12:40| 2:40| 4:40| 6:40 | 
＊初日 (10/5) 舞台あいさつ：小林政広監督林泰文（予定） ［唸：）］
※ただし、 10/11 （金）の6:40の回は休映

特別鑑賞券1400円好評発宛中！！
■当日／一般1700円、学生1400円、高・中・小・ソ＿ア1000円

●初日特別オールナイト実施！！

小林監督作品3本一挙上映と
小林政広監督徹底トークショー
10/5 （土）pm.11:00スタート
上映作品

『CLOSING TIME』 (96年／監抒戎ュー作）
『海賊版＝BOOTLEG FILM 』 (98年）

「殺し』 (2000年） 料金2400円均一

＂螂．．．

http://terra.zone.ne.jp/cinenouveau/ 


